
 

(1) 位置

最上地域は、山形県北東の内陸部に位置し、北は秋田県南部、東は宮城県北西部に接している。地域の

総面積は、1,803.23㎢で、県全体の19.3％を占める。これは、大阪府や香川県の面積にほぼ等しい。１市

４町３村（新庄市・金山町・最上町・舟形町・真室川町・大蔵村・鮭川村・戸沢村）の最上地域は、1622

年の最上氏の改易により、村山郡の一部とともに戸沢政盛が治めた。以後今日に至るまで新庄市を中核と

した最上生活圏を形成しており、行政上は新庄市及び最上郡からなる。 

(2) 地勢

最上地域は、周囲を険しい山々に囲まれ、総面積に対する森林の割合が８割近くを占める。西部には鳥

海山（2,236ｍ）や、月山（1,984ｍ）に代表される出羽山地、東部には神室山（1,365ｍ）に代表される

奥羽山脈、さらに、北部は加無山（997ｍ）に代表される加無山県立自然公園がある。南部から西部にか

けては、4市町村にわたり最上川が貫流している。最上川には、小国川、鮭川、銅山川等の中小河川が合

流し、その扇状地には新庄盆地や向町盆地などの平地が形成され、そこに農地や集落が散在している。 

８市町村の配置は新庄市が地域のほぼ中央に位置し、４町３村が放射状に展開している。土地利用状況

（令和２年10月１日現在）は、農用地が9.9％、森林が80.0％、道路・宅地が3.2％、その他が4.2％であ

る。 

(3) 気象

最上地域は、夏は一般に高温多湿で、冬は最上川の峡谷にそって日本海からの北西の季節風の影響が大

きい積雪寒冷地帯である。他の３地域（村山・置賜・庄内）と比べると、年平均の降水量は多い傾向にあ

り、最深積雪、平均気温及び日照時間は県内４地域の中で最も深く、低く、短い。  

【観測地点毎の気候統計値】                                                   令和４年 

項目 単位 
最上地域 村山地域 置賜地域 庄内地域 

新 庄 金 山 向 町 肘 折 （山形） （米沢） （酒田） 

平 均 気 温 °C 11.5 10.8 10.7 9.6 12.6 11.6 13.6 

年 降 水 量 mm 2,421.5 2,101.5 2,144.0 2443.0 1,177.5 1,712.0 2,113.5 

平 均 風 速 m/s 2.6 0.8 1.9 1.1 1.8 1.4 4.2 

年 日 照 時 間 時間 1,432.2 1,437.2 1417.0 1,305.8 1,743.9 1,687.3 1,657.0 

最 深 積 雪 cm 176 170 170 331 88 154 43 

資料：国土交通省気象庁 

【過去 10年間の気象状況】 
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